流星雨
　
　
龍之介＃３２
　
　
「そういえば」
　紅茶の入ったカップをソーサーに戻したヴィオラが、思い出したように口を開いた。
「協会がまたイベントを企画しているらしいわ」
　自分が所属する組織のことなのだが、他人事のように、それも幾分迷惑そうに話す。
「ご愁傷様」
　いつもその手のことで駆り出されては何かと仕事をしている友人に、ラズロックはそう言って紅茶を口に含む。
「まったく……他人事だと思って」
　ヴィオラがちょっとむくれる。いつもなら「ラズロックも連れてこい」と言われるのだが、今回に限ってはお呼びが来ない。
「あれ？　今回は本当に他人事なのか？」
　ラズロックも、てっきり「あなたもよ」と返されるものだと思っていたので、驚いて、口から離したカップをソーサーに戻せないでいる。
「ええ。一通り概要は聞いたけど、あなたの出番はないわ」
　巻き込めなくて残念、といった顔をする。
「そっか……それはよかった」
　カップを置いて、ラズロックが安堵の表情を浮かべる。
「あ、でも……」
　ヴィオラが何かを思い出す。
「その企画の準備をしている過程で、多分あなたにお呼びがかかるわ。企画の手伝いじゃなく、いつものお仕事で……多分、日をずらして五、六人」
「そっちもそっちで難儀だな……」
　ラズロックが頭を掻く。『いつもの仕事』とは、魔法使いの花嫁としての仕事のことだ。魔力を消費した女魔法使いを抱き、魔力を補充する。ラズロック自身にも必要なことであるとはいえ、出来うるならば避けたいことの一つだった。
「文句を言わないの」
　私だってやりたくて協会の仕事をしてるわけじゃないんだからと、ヴィオラがたしなめる。
「……てことは、魔力を消費して何かするんだな？　それも自然回復を待てないほどに長い時間、もしくは継続して」
　そうでなければ自分の力は必要ないだろうと、ラズロックが返す。
「ええ。人によっては。私は必要ないけれど」
　涼しい顔でそう言って、ヴィオラはお茶請けのクッキーに手を伸ばした。
　
　
　
　それからしばらく。あらかじめ言われていた通り、六人に対して魔力の補給を行い、数日が経ったある日の夕暮れ。
「さ、行きましょう」
　玄関先に、ソシエットが立っていた。
「……何処にだ？」
　いきなりそう言われても訳が分からない。ラズロックはただ不思議そうな顔で立ち尽くすのみだった。
「魔法花火大会ですよ！　街の至る所にポスターが貼ってあるはずですよ」
　何で知らないのかと、ソシエットも不思議そうな顔だ。
「……そうは言っても、俺はここ最近街に出てないからな。買い物も全部セリスに頼んでたし」
　言われて初めて、その事実に気付く。
「老けるの早いですよ。そんな生活してると」
「で、その魔法花火って、いったい何だ？」
　ソシエットの言葉を無視して、ラズロックが尋ねる。
「う～ん、言葉で言うと難しいのですが……魔法を使って夜空に描く光の花、てとこですね」
　どんなものかがいまいち分からないし、出かけるのもめんどくさいし、「遠慮しておく」と言いかけた所に、
「花火大会ですねっ！　行きましょう！」
　犬のように駆けてきたセリスは、師匠の背中越しにソシエットへ飛びかからんばかりの返事をしていた。
　
　
　見物会場である河川敷へと歩く道すがら、ソシエットは魔法花火がいかなるものであるかを詳細にラズロックへと語っていた。
「基本は、火の魔法です。ただの火は赤いだけですが、実は燃やすものによって色が変わります。それを応用して、夜空に色とりどりの花を咲かすんです。で、風の魔法を使ってそれを広げたり、闇の魔法で一部を意図的に見えなくしたり、光の魔法でより明るくしたり、氷の魔法を応用して、発動までの時間を調整したりすることも出来るんです」
「成る程なぁ……で、それを魔法アイテムやトラップを作る要領で何かに込めて、空に打ち上げて発動させる、と」
　ラズロックがその後を継ぐ。
「その通りです。協会もずいぶん前から研究してたらしいですよ。最近になってようやく綺麗に見える方法が確立されて、協会の中でも指折りの魔法使いに作ってもらって披露しよう、ということになったんです」
　魔法使い協会は、時々こういったイベントを打つ。魔法使い達が恐れられたり、変に敬われたりされることのないよう、フレンドリーさをアピールしたり、魔法を使った娯楽を提供したりする。今回の花火に至っては、長年研究を重ねたものだという。
「協会もマメだな」
「そうですね」
　そういったイベントに積極的に関わっていない二人は、揃って苦笑した。
　
　
「うはあ……」
「へえ……」
「ひゃあ……」
　河川敷に集まった人混みを見て、ラズロック達は揃って言葉をなくした。
「座る場所、ないですねぇ……」
　辺りをざっと見回したセリスが漏らす。
「ないな。帰るか」
　元々乗り気でなかったラズロックが引き返そうとする。
「あら？　せっかくここまで来たんだから、見ていったら？」
　その背中に声がかかる。
「ヴィオラ？」
　こういったイベント事や、人混みが嫌いな彼女がここにいることにまず驚く。
「何でここに？」
　ラズロックが言葉を続ける。
「私も関わってるからよ。このイベント。言ってなかったかしら？」
　別に見に来たくはなかったんだけど、という意志を言外にほのめかしながら、ヴィオラが言う。
「ああ、この間言ってたイベントってこれのことか？　何かやるとは聞いたが、はっきりとは聞いてなかったぞ」
　しばらく前の雑談を思い出し、ラズロックが首肯する。
「まあいいわ。協会員用の席があるから、案内するわ」
「わあ、ありがとうございます！」
　背中を向けるヴィオラに、尻尾を振ってセリスがついていく。その後ろを、ラズロックとソシエットも追って歩き出した。
　
　
　ドーーーーンという豪快な音に続いて、色とりどりの炎が周囲に弾け、円形の見事な花となり、そして散っていく。その光景に、河川敷の人々からは絶え間なく嬌声が飛ぶ。あらかじめ協会員用の席で待っていたイエルと、横一列でラズロックの前に座ったセリス、ソシエットもたいそう喜んでいる。
「作るの、大変だったんじゃないか？」
　一つ一つの魔法は大したものではなさそうだが、どのように咲かせるのかを考えて全体の構成を組むのも、小さな魔法を繰り返し繰り返しアイテムに込めるのも、考えただけで骨が折れる。
「私はそうでもなかったけど」
　なんてことなさそうな顔で、横に座るヴィオラが言う。確かに、クインズベル王国の筆頭宮廷魔法使いである彼女にかかれば、造作もないことなのかも知れない。
「他の人は、やっぱり魔力の面で苦労したみたいだけど」
　ヴィオラが付け足す。
「ああ、それで俺が呼ばれたってわけか」
　ラズロックが納得する。期日内に全員揃えて完成させるためには、どこかで魔力の補給が必要だったのだろう。
「それで、ヴィオラが担当したのはいつやるんだ？」
　唯一、自分の魔力補給を受けずに完成させた花火。その出来映えに興味を覚える。
「一番最後」
　ちょっと得意そうに微笑む。
「大トリか。流石だな」
「別に、それほど大したことはしていないのだけどね」
　そう言って、ヴィオラは夜空に視線を戻した。
　
　
　幾つかの光の花が夜空に咲き、花火大会はいよいよ終盤を迎える。
「……次よ」
　横にいるヴィオラが呟くように告げる。
　その言葉から少しの間が空き、一発目の花火が打ち上がる。
　ドンッ、ドドンッ、パーーンッと、花が開くのと同時に今までよりも一際大きい音が鳴る。だが、不思議と心地いい。耳も痛くならない。
「音響魔法か」
　ラズロックの独り言に、ヴィオラは無言で頷く。不快に感じない大音響でまずは注意を引きつける、という狙いらしい。
　次からが圧巻だった。
　昼間のような明るさで空が覆われた中に、闇の魔法を使った黒い花を咲かせたり、発動時間をずらした花火で断続的に広範囲に及ぶ花火畑を演出したり、どういう原理なのか、夜空に大瀑布のような光の滝を描き出したり。他の魔法使いが作ったものとはまさに別格の出来だった。
「わあっ、わあっ、きゃあっ！」
「……………」
　セリスとイエルはその度に歓声を上げ、ソシエットはただただ絶句して呆けたように空を見上げていた。
　
　そして。
　七色の光で夜空を彩った幾何学模様の花火が終わり、一瞬の静寂が辺りを包む。
　その静けさが人々の足下まで落ちる、それを見計らったかのように。
　ヒューーッと、高い音を立てながら、幾つかの花火が、漆黒のキャンバスへ撃ち出される。
「うわぁ……」
　セリスとソシエットが揃って溜め息を漏らす。
　空のかなり高いところまで撃ち出されたその花火から、一方向に集約された、無数の細い火が放たれる。その数は数百。まるでそれは大きな星が砕けて流れてきたような、誰しもが思わず息を呑む流星雨だった。
「綺麗だな」
　会場全体が嘆息に包まれる中、ラズロックはヴィオラに告げる。
「……………」
　流星雨に照らされた美しい横顔は、だが、何も言わない。
「……………」
　光の筋が、ヴィオラの頬を、瞳を、夜闇に浮かび上がらせながら、流れては消えていく。
「……抱き締めていいか？」
　ヴィオラにしか聞こえないような小さな声で、ラズロックが問う。
「……イヤよ」
　ささやくように言ったヴィオラは、彼の方を向いてはいなかった。
　
　
　
　その流星雨を最後に花火大会も終わり、ラズロック一行は見物客があらかた捌けるまで会場で待ってから、帰路についた。
　ラズロックの視界の先で、セリスとイエルはキャイキャイと花火の感想を喋り、ソシエットも時々口を挟みながら、彼女達の後をついて行っている。
「見事だったな」
　のんびりと歩きながら、横にいるヴィオラをほめる。
「簡単だって、言ってるじゃない」
　ほめられたことが嬉しくも何ともなさそうな口調で返される。
「せっかくほめてやってるのに……素直じゃないな、ヴィオラも」
　すぐに帰ってくるだろう軽口が横から聞こえないことに気付いて、ラズロックが立ち止まる。見ると、ヴィオラはその歩みを止めていた。
「……そうね」
　夜闇にその一言を溶かして、ヴィオラがまた歩き出す。
「それだけは、認めるわ」
　彼女は顔を向けないまま、ラズロックを追い抜きながらそっと、そう言った。
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